
はじめに

　当施設は病院併設の50床という小規模施設であ
る。2021年度より在宅復帰支援への取り組みを強
化し、施設類型を加算型から超強化型へ上げること
ができた。また、サービスの質向上への取り組みを
通して経営改善に至った事例であったため報告を
行う。

目  的

　WAM（独立行政法人福祉医療機構）による老健
施設の経営状況についての報告では、赤字施設割
合が増加していること、その要因として、利用率の
低下の持続、人件費率・経費率の上昇もあり、経営
は悪化していることが示されていた。施設が適切に
機能するためには、超強化型を取得するという意味
を職員全体が共有し、その類型に見合ったサービス
を提供していける体制を整え、多職種で取り組んだ
ことの成果が目に見えることが重要である。今回の
報告では、その成果を経営にも結びつけ、サービス
の質向上と経営改善への取り組みによる相互作用
の有効性を示すことを目的とした。

方  法

　2022年９月の全国介護老人保健施設大会 兵庫
に参加し、サービスの質や経営の改善を図るための
行動として、同じ志をもつ他の施設の取り組みに触

れ、学ぶことの重要性を実感することができた。大
会後それらの内容から当施設で取り組めるものは
何か検討することとした。
　検討に参加した職員をグループ分けし、各グルー
プの発表を通して以下を実践した。①施設の活動
を発信②より良いレクリエーションの提供③法人グ
ループ内での合同勉強会の３点。新たな取り組みを
行いながらサービスの質向上を図り、超強化型の類
型を維持するよう取り組みを継続することとした。
　同時期に施設内での活動と並行して法人内職
員で、法人・施設としての強みと弱みを把握した
（SWOT分析）。また法人内財務課からの経営指導
を受け、WAMの数値（超強化型老健の平均値）を
基に利用者単価の比較を行うなど、施設運営に必
要である基本的な要素の再確認を進めた（図表）。

結  果

　2022年度は新型コロナのクラスターが発生した８
月からの累積赤字600万円を下半期において解消す
ることができた。高稼働と高回転による結果であった。
　2023年度は通年で超強化型の類型を維持し、在
宅復帰指数には苦慮した。が、当施設は公的機関の
介入のもとで入所受け入れを的確に対応できるこ
とが社会福祉法人としての強みである。同時に病院
併設でもあることを活かし収益改善につなげた。稼
働率は年平均96.1％、回転率は年平均14％という
好成績を残し、想定していた経営目標を大きく上回
り、1,600万円の黒字という結果となった。
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考  察

　超強化型維持のために在宅復帰率を追求すると一
時的にベッド占床率が低下する。占床率の回復を優先
するあまり、在宅復帰のめどが立ちにくい利用者を含
めて受け入れ数を確保するとかえって回転率の維持
を阻害することになる。
　その対策としては、在宅復帰が目的という老健施設
の在り方を本人や家族に理解してもらい、およそ１年
程度の利用期間のうちに今後の方針を決定いただく
ことを伝えることである。退所先が在宅か施設かどち
らを選んだとしても、ケアマネジャーの選定や施設探
しをともに行うようにしている。
　このようにサービスの質を保ちつつ、在宅復帰を支
援し、適切な入退所を行うことで、安定した収益を維
持でき、マイナス思考のスパイラルからプラス思考へ
転換もでき、さらなる利用者の確保や必要物品の購入
などにつながっている。老健施設は収益が出にくい施
設ではなく、健全経営が可能となる施設であることを

再認識することができた。
　今後も当施設の主体である衣笠病院グループの１
つとして実践する地域包括ケアシステムのなかでの役
割が果たされるよう取り組みを進めたい。

受賞その後

　2024年度は夏に新型コロナのクラスター、冬にインフルエン
ザの流行により稼働率を下げることもあったが、職員のチーム
ワークのもと、低迷は１か月程度で解消され、経営目標に対し
960万円の黒字を達成した。2025年度においても高稼働、高回
転は保たれており、過去最高収益である2,000万円超えを記録
した。
　現在はミールラウンドの取り組みが特に強化されており、食
の安全から身体機能の改善が図られている。食事前の口腔体操
や、夕方の合唱など利用者と職員双方の楽しみにもつながって
いる。リハビリ・口腔・栄養という連携を介護・看護が支える好循
環が保たれている。
　発表した内容をともに学んだ顔ぶれとは継続した交流があ
り、協力し業務を進めることができている。自らの置かれた環
境の強み・弱みを的確に把握することで、内外どちらにおいて
も学ぶことは尽きない。より洗練し、「選ばれる老健施設」であ
りたい。

図表  超強化型老健WAMデータ比較

WAM 衣笠ろうけん
指標名 単位 2022 2022 2023

入所 人 104.3 50 50
通所 人 54.5 12 12
入所 ％ 88.1 92 96
通所 ％ 66.3 66 79

日 235.3 314 300
入所 ー 3.25 2.71 2.77
通所 ー 2.01 2.06 2.09

千円 6.333 5,695 6,104
利用者単入所 円 15,542 14,422 14,707

短期 円 19,484 17,994
通所 円 11,119 11,384 11,436

人 7.04 9.31 8.55
人件費率 ％ 64.3 66.6 62.6

　　経費率 ％ 20.7 22.4 20.7
　　　うち水道 ％ 4.4
事業利益率 ％ 0.9 2.82 9.69
経常利益率 ％ 2.4 1.6 8.5

千円 4,714 4,368 4,588
赤字施設割合 ％ 40.1
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